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図 4-1 MORVEL による海溝沿いの太平洋プレートの相対運動ベクトル 
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図 4-2 ターゲットとした全データ［千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル］ 
 

  

1 

2 

3 

広尾

厚岸
浜中

確認区間 1 確認区間 2 

※1（広尾町）・・信憑性が低いデータであるため参考扱いとする 
 2（厚岸町）・・当時の海岸線と⼤きく異なっているため参考扱いとする 
 3（浜中町）・・位置精度が低く、急峻な地形に位置するため⾼さの評価が正確ではなく、参考扱いとする 
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図 4-3 全データを⽤いたインバージョン解析結果［千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル］ 
  

全データ使用（K=0.90、κ=1.52） 津波高 

浸水範囲 

全データを用いた 
インバージョン解析結果 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=8.974 

最大すべり量：28.2m 
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図 4-4 全データを⽤いたインバージョン解析結果［千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル］ 
（上）津波観測データと計算値の⽐較、 

（中、下）最⼤クラスの津波断層モデルの検討に⽤いる津波観測データの抽出 

  

区間 1 区間 2 区間 3 区間 4     区間 7     区間 9 

小区間内で抽出したデータのみをイン

バージョンの観測データとする 

最大クラスの津波断層モデルの 
ターゲットに使用 

全データ使用 

オホーツク

海側を除外 
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図 4-5 ターゲットとした全データ［⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデル］ 
 
  

※1（小谷鳥）・・周囲と比較して局所的に高く、「昔の津波」による伝承とされているため参考扱いとする 

 2（田老）・・・周囲と比較して局所的に高く、当時の地形と大きく異なる可能性があるため参考扱いとする 

 3（小本）・・・周囲と比較して局所的に高く、「昔の津波」による伝承とされているため参考扱いとする 

 4（猿ヶ森）・・当時の地形と大きく異なる可能性があるため参考扱いとする 

 5（噴火湾）・・1640 年駒ケ岳噴火による津波計算で説明可能であるため参考扱いとする 

1 

2 

3 4 

4 

5 

田老 

小谷鳥 小本 

猿ヶ森 噴火湾 
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図 4-6 全データを⽤いたインバージョン解析結果［⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデル］ 

 
  

全データを用いた 
インバージョン解析結果 

Mw=8.873 

K=1.12、κ=2.51 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 

浸水範囲 
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図 4-7 全データを⽤いたインバージョン解析結果［⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデル］ 
（上）津波観測データと計算値の⽐較、 

（中、下）最⼤クラスの津波断層モデルの検討に⽤いる津波観測データの抽出 

  

区間 13 区間 1 区間 3 区間 5 区間 9 

小区間内で抽出したデータのみをイン

バージョンの観測データとする 

最大クラスの津波断層モデルの 
ターゲットに使用 

全データ使用 
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図 4-8 空間的な分解能を細かくした場合（平滑化パラメータαを⼩さくした場合）の 
解析結果（⼗勝・根室沖インバージョンモデル１）  

図 4.３ 最⼤クラスのターゲットとした全データを⽤いたインバージョン解析結果 1 
（上）全データを表⽰、 

（中、下）最⼤クラスの津波断層モデルの検討に⽤いたターゲットデータのみを表⽰ 

K=1.04、κ=1.09 

空間的な分解能を細かくした 

場合の解析結果（モデル１） 

最大すべり量：40.7m 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=9.053 
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図 4-9 空間的な分解能を粗くした場合（平滑化パラメータαを⼤きくした場合）の 
解析結果（⼗勝・根室沖インバージョンモデル２）  

K=0.99、κ=1.13 

空間的な分解能を粗くした 

場合の解析結果（モデル２） 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=9.228 
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図 4-10 海岸の津波の⾼さの⽐較（⼗勝・根室沖インバージョンモデル１および２） 
  

確認区間 1 
（図 4.2 で示した範囲） 

確認区間 2 
（図 4.2 で示した範囲） 
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図 4-11(1)  浸⽔結果の⽐較（⼗勝・根室沖インバージョンモデル１および２） 
  

範囲 1 

範囲 2 範囲 2 

範囲 3 範囲 3 

範囲 1 

モデル１ モデル２ 
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図 4-11(1)  浸⽔結果の⽐較（⼗勝・根室沖インバージョンモデル１および２） 
  

範囲 4 

モデル１ モデル２ 

範囲 4 

範囲 5 範囲 5 

範囲 6 範囲 6 
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図 4-12 千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル（補間前）および解析結果 
  

K=1.01、κ=1.14 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

(北方領土側に背景領域を設定) 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 
境界領域 

境界領域 

Mw=9.295 
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図 4-13 千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル（すべり量補正後）および解析結果 
  

K=0.99、κ=1.15 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

(すべり量分布が滑らかになるよう

に補正) 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 
境界領域 

境界領域 

Mw=9.286 

10 12 15 20 30 40 50 60 
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図 4-14 ケース１（破壊開始点１）および解析結果 
  

K=1.09、κ=1.15 

ケース１ 
(「2003 年十勝沖地震」の震源を

破壊開始点に設定) 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=9.286 

破壊開始点１ 

60 50 40 30 20 15 12 10 
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図 4-15 ケース２（破壊開始点２）および解析結果 
  

K=1.09、κ=1.15 

ケース２ 
(「2003 年十勝沖地震」および
「1973 年根室沖地震」の震源の
中間点付近を破壊開始点に設定) 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=9.286 

破壊開始点２ 

60 50 40 30 20 15 12 10 
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図 4-16 ケース３（破壊開始点３）および解析結果 
  

K=1.00、κ=1.13 

ケース３ 
(「1973 年根室沖地震」の震源を

破壊開始点に設定) 

最大すべり量：78.1m 

十勝沖領域 

根室沖領域 

境界領域 

境界領域 

Mw=9.286 

破壊開始点３ 

60 50 40 30 20 15 12 10 
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図 4-17 インバージョン解析結果 
（三陸・⽇⾼沖インバージョンモデル） 

 
  

インバージョン解析結果 

Mw=8.923 

K=0.93、κ=1.22 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 



19 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-18 岩⼿県沖の領域の検討 
（上）インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ） 

（インバージョンモデルに対して三陸沖北部深部を削除して岩⼿県沖のみとした）、 
（下）最⼤クラス（岩⼿県沖モデル） 

 
  

インバージョンモデル(岩手県沖のみ) インバージョンモデル(岩手県沖のみ) 

Mw=8.724 

削除 

最大すべり量 

      ：37.7m 

岩手県沖モデル 
(最大クラスの津波断層モデル) 

岩手県沖モデル 
(最大クラスの津波断層モデル) 

Mw=8.989 

最大すべり量 

      ：40.0m 
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図 4-19(1) インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）と最⼤クラス（岩⼿県沖モデル）の解

析結果の⽐較（津波⾼） 
（上）痕跡⾼地点のみの⽐較、（下）海岸線における津波⾼の⽐較 

 
 
  

三陸沖北部で

検討する範囲 
最大クラス(岩手県沖) 

インバージョン(岩手県沖のみ) 

北海道 青森県 岩手県 宮城県 千葉県 神奈川県 

三陸沖北部～十勝・根室沖で検討する範囲 



21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4-19(2)  インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）と最⼤クラス（岩⼿県沖モデル）の

解析結果の⽐較（浸⽔範囲） 
（左）インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）、（右）最⼤クラス（岩⼿県沖モデル） 

 
  

範囲 1 範囲 1 

範囲 2 範囲 2 

範囲 3 範囲 3 

インバージョン（岩手県沖のみ） 最大クラス（岩手県沖） 
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図 4-19(3)  インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）と最⼤クラス（岩⼿県沖モデル）の

解析結果の⽐較（浸⽔範囲） 
（左）インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）、（右）最⼤クラス（岩⼿県沖モデル） 

 
  

インバージョン（岩手県沖のみ） 

範囲 4 範囲 4 

最大クラス（岩手県沖） 

範囲 5 範囲 5 

範囲 6 範囲 6 
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図 4-19(4)  インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）と最⼤クラス（岩⼿県沖モデル）の

解析結果の⽐較（浸⽔範囲） 
（左）インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）、（右）最⼤クラス（岩⼿県沖モデル） 

 
  

インバージョン（岩手県沖のみ） 

範囲 7 範囲 7 

最大クラス（岩手県沖） 

範囲 8 範囲 8 

範囲 9 範囲 9 
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図 4-19(5)  インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）と最⼤クラス（岩⼿県沖モデル）の

解析結果の⽐較（浸⽔範囲） 
（左）インバージョンモデル（岩⼿県沖のみ）、（右）最⼤クラス（岩⼿県沖モデル） 

 
  

インバージョン（岩手県沖のみ） 

範囲 10 範囲 10 

最大クラス（岩手県沖） 

範囲 11 範囲 11 

範囲 12 範囲 12 
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図 4-20 三陸沖北部の深部領域の検討 
（インバージョンモデルに対して岩⼿県沖を削除して三陸沖北部深部のみとした） 

  

インバージョンモデル(三陸沖北部深部) 

岩手県沖で検討する範囲 

三陸沖北部深部 
K=0.97、κ=1.20 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 

インバージョンモデル(三陸沖北部深部) 

Mw=8.720 

削除 
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図 4-21 三陸沖北部の浅部領域の検討 
 
  

岩手県沖で検討する範囲 

三陸沖北部浅部 

例として、 
最大すべり量

100m のモデ

ルを図示 

三陸沖北部浅部 

Mw=9.271 

例として、 
最大すべり量

100m のモデ

ルを図示 
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図 4-22 ⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデル（すべり量補正後）および解析結果 
（三陸沖北部の海溝軸に近い浅部領域のすべり量は⼀律 10m とする） 

 
  

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

（すべり量分布が滑らかになるように補正) 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

（すべり量分布が滑らかになるように補正) 

Mw=9.078 

K=0.94、κ=1.17 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 

特異地点 

10 12 15 20 30 40 50 60 
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図 4-23 ケース１（破壊開始点１）および解析結果 
  

ケース１(岩手県沖の深さ 
25km 付近に破壊開始点を設定) 

K=0.95、κ=1.15 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 

特異地点 

ケース１(岩手県沖の深さ 
25km 付近に破壊開始点を設定) 

Mw=9.078 

破壊開始点１ 

10 12 15 20 30 40 50 60 
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図 4-24 ケース２（破壊開始点２）および解析結果 
  

ケース２(「1968 年十勝沖地震」の震源と 
三陸沖北部の間に破壊開始点を設定) 

K=0.92、κ=1.17 

小谷鳥 
猿ヶ森 小本 

田老 

猿ヶ森 
噴火湾 

特異地点 

ケース２(「1968 年十勝沖地震」の震源と 
三陸沖北部の間に破壊開始点を設定) 

Mw=9.078 

破壊開始点２ 

10 12 15 20 30 40 50 60 
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図 4-27 参考扱いとした痕跡データ（浜中町） 
（上）痕跡データ、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

浜中町 

（北海道） 

浜中町 

（北海道） 
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図 4-28 参考扱いとした痕跡データ（厚岸町） 
（上）痕跡データおよび新旧地形、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

  

大正 11 年／昭和 11 年

部分修正（旧地形） 

厚岸町 

（北海道） 

現況地形 

大正 11 年／昭和 11 年

部分修正（旧地形） 

現況地形 

大正 11 年／昭和 11 年

部分修正（旧地形） 
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図 4-29 参考扱いとした痕跡データ（広尾町） 
（上）痕跡データ、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

  

豊似川 

信憑性が低い 
広尾町 

（北海道） 
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図 4-30 吉本ほか(2003)による岩屑なだれの層厚分布 
 
 

表 4-1 噴⽕湾沿岸で検討対象とする津波堆積物データ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

5m 

末端部 

流入方向 

10km 

▲・・1640年駒ヶ岳

●・・17c地震

■・・いずれのイベントか不明

－・・該当しない

1640年駒ヶ岳 17c地震

鷲の木1 ▲ － －

鷲の木2 － ● ○

黒岩 ○ －

有珠 ▲ － × －

アルトリ ▲ － × －

黄金
コガネ

▲ － ○ －

富
トン

岸
ケシ

1 ▲ － －

富
トン

岸
ケシ

2 － ● ○

社台 ○ －

胆振1～6 ○ －

胆振7～19 × ○

シノダイ岬 × ○

静内 × ○

春立布辻川 × ○

※1 ○・・説明可能

×・・説明不可能

※2 ○・・検討対象とする

－・・検討対象外とする

×

○

最大クラスの検討対象
とするか※2

津波堆積物 駒ヶ岳噴火津波
計算結果との比較※1

範囲1

範囲2

■

■

範囲3

■

■

■

■

■
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図 4-31 1640 年駒ヶ岳噴⽕の岩屑なだれによる津波計算結果（海岸の津波の⾼さ） 
 
  

胆振 1～6 

胆振 7～19 

シノダイ岬 

静内 

春立布辻川 

アルトリ 

黄金 黒岩 

社台 

富岸 

鷲の木 

有珠 

噴火湾 
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図 4-32 猿ヶ森の津波堆積物（Minoura et al.（2013）に加筆・引⽤） 
  

堆積物 

20.3m 

21.7m 

Dune Ⅳ(19c 以降) 

Dune Ⅲ(14-17c) 

Minoura et al.(2013)による堆積物 

東北電力(2017)による堆積物 
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図 4-33 参考扱いとした痕跡データ（猿ヶ森） 
（上）痕跡データおよび新旧地形、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

※旧地形は、猿ヶ森周辺の地形図分析を基に復元を試みた。 
 
  

現況地形 猿ヶ森 

（青森県東通村） 

12-13c 

（津波堆積物： 

22.3m、13.04m） 

旧地形※ 

現在の海岸線 現在の海岸線 

旧地形の海岸線 

現況地形 旧地形※ 

現在の海岸線 現在の海岸線 

旧地形の海岸線 
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図 4-34 参考扱いとした痕跡データ（⼩本） 
（上）痕跡データ、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

  

○信頼度：C 

○文献：「史料や伝承に基づく 1611 年慶長

奥州地震の津波痕跡調査」 

○証言等：「◎ノ杉ハ廻リ二十尺余高サ数

十尺，九合目枝ニ芋桶ヲ掛ケ置ク，是レハ

昔津波ノ当時芋桶打上ラレ懸リタルヨリ紀

年ノ為メ芋桶朽ジル更製造懸ケ置，是ハ昔

大海嘯此枝マテ浪打上ケタルノ記ナリ」 

○文献記載の痕跡高さ備考：「大杉に芋桶

が漂着」 

○測定方法：伝承 

○信頼度判定者：都司・松岡 

○文献信頼度：「明治期に行われた調査に

よるものであり、信頼度は低いと考えられ

る。よって、ここでは△と判定する。」 

 

小本 

（岩手県岩泉町） 

1611 慶長三陸 

（痕跡高：23.2m） 
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図 4-35 参考扱いとした痕跡データ（⽥⽼） 
（上）痕跡データ、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

  

○信頼度：C 

○文献：「史料や伝承に基づく 1611 年慶長奥州

地震の津波痕跡調査」「慶長 16 年（1611）、延

宝 5年（1677）、宝暦 12 年（1763）、寛政 5年

（1793）、および安政 3年（1856）の各三陸地

震津波の検証」「三陸沿岸に於ける過去の津浪

に就て」 

○証言等：「日枝神社の参道にかかった橋が破

壊された。その橋は明治三陸津波の高さよりさ

らに２丈あまり上にあった。」「田老・小湊・

下摂待が津波で全滅。」「往古の大津浪のと

き、日枝神社登山道に當る渓間の一小橋が浪の

為に破壊された」 

○文献記載の痕跡高さ備考：「橋流失」「明治

三陸津波の浸水高（14.9m)より二丈(6m）上」

「町外れの南北両地点のＢM5.36m、14.07m」

「問題の小橋は標高 25 米の邊にあって、明治

29 年津浪の達した位置よりも更に 2丈餘の高位

置にあることだから、此時の津浪は明治 29 年の

ときよりも、少くも 6米は高かったらしく思わ

れる。此の往昔の津浪といふのが慶長年間のも

のたる實證はないけれども、之を肯定すること

に就てはおそらくは何人も異議を挟まないであ

ろう。」 

○測定方法：伝承/古文書 

○信頼度判定者：都司・松岡 

○文献信頼度：「都司・上田（1995）は伊木常

識の「三陸地方取調書」を引用している。この

史料は明治期に行われた調査によるものであ

り、信頼度は低いと考えられる。よって、ここ

では△と判定する。」「口碑伝承によるため、

信頼度は低いと考えられる。よって△」 

田老 

（岩手県宮古市） 

1611 慶長三陸 

（痕跡高：17.5～21m） 
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図 4-36 参考扱いとした痕跡データ（⼩⾕⿃） 
（上）痕跡データ、（下）インバージョンモデルによる浸⽔結果 

  

○信頼度：C 

○文献：「史料や伝承に基づく 1611 年慶長

奥州地震の津波痕跡調査」 

○証言等：「昔ノ津波大浦ヨリ小谷烏へ越

ヘタリト云故水界唱ル所」 

○文献記載の痕跡高さ備考：「津波が小矢

鳥峠を越流」 

○測定方法：伝承 

○信頼度判定者：都司・松岡 

○文献信頼度：「明治期に行われた調査に

よるものであり、信頼度は低いと考えられ

る。よって、ここでは△と判定する。」 

 

小谷鳥 

（岩手県山田町） 

1611 慶長三陸 

（痕跡高：28.8m） 
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表 5-1(1) 本検討で設定した計算範囲数 

 
計算範囲数 

10m 30m 90m 270m 810m 2430m 合計 

8 系 20 8 3 1 1 1 34 

9 系 49 28 12 4 1 1 95 

10 系 51 20 7 4 1 1 84 

11 系 19 9 2 1 1 1 33 

12 系 30 14 5 2 2 1 54 

13 系 84 54 14 2 1 1 156 

 
 
 

表 5-1(2) 【参考】前回の検討（2005）で設定した計算範囲数 

 
計算範囲数 

50m 150m 450m 1350m 合計 

横メルカトル座標 

(中心経度 143 度) 
70 28 9 1 108 
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図 5-1 計算範囲（第 8 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-2（1） 計算範囲（第 9 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-2（2） 計算範囲（第 9 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-3 計算範囲（第 10 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-4 計算範囲（第 11 系） 
 

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-5 計算範囲（第 12 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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図 5-6 計算範囲（第 13 系） 
  

全域 
（270m〜2430m） 

沿岸域 
（10m〜90m メッシュ） 
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表 5-2 津波シミュレーションの計算条件 

項目 国交省手引き 本検討 

支配方程式 
非線形長波式及び 

線形長波式（水深 50m 以深） 
非線形長波式 

境界条件（陸側） 
岩崎・真野（1979）又は 

小谷ほか（1998） 
小谷ほか（1998） 

境界条件（沖側） 完全無反射 完全無反射 

打ち切り水深 1 cm 程度 1 cm 

津波の初期水位 
断層モデルから計算される鉛直

変位 

断層モデルから計算される鉛直

変位に水平変位の寄与を加算

し、Kajiura フィルターを適用 

潮位（天文潮） 朔望平均満潮位 朔望平均満潮位 

計算格子間隔（陸域） 10 m 程度以下 10 m 

計算格子間隔（海域）  10 m～2430 m（ネスティング） 

地震による地盤変動 
海域は隆起・沈降を考慮する 

陸域は沈降のみ考慮する 

海域は隆起・沈降を考慮する 

陸域は沈降のみ考慮する 

計算時間 
最大の浸水域及び浸水深が得ら

れる時間 
12 時間 

計算時間間隔 
C.F.L.条件を満たすとともに計

算の安定性等を考慮して設定 

C.F.L.条件を満たすとともに計

算の安定性等を考慮して設定 

堤防等施設 

施設によって以下のパターン 1

～3に設定 

パターン 1 

沈下なし・越流と同時に破壊 

パターン 2 

沈下考慮・越流と同時に破壊 

パターン 3 

地震と同時に破壊 

全施設に対して、以下の条件を

設定 

 

条件（2分沈下、越流破堤） 

震度 6弱以上で２分後に沈下・

越流と同時に破壊 

 

 

出力項目 
最大浸水域、最大浸水深、 

基準水位、到達時間 

最大浸水域、最大浸水深、 

到達時間 
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図 5-7 最⼤⽔位分布 
（左上）三陸・⽇⾼沖（破壊伝播 1）、（右上）三陸・⽇⾼沖（破壊伝播 2）、 
（左下）⼗勝・根室沖（破壊伝播 1）、（中下）⼗勝・根室沖（破壊伝播 2）、 

（右下）⼗勝・根室沖（破壊伝播 3） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-8 概略計算による海岸の津波の⾼さ  

三陸・日高沖 

（破壊伝播 1） 

三陸・日高沖 

（破壊伝播 2） 

十勝・根室沖 

（破壊伝播 1） 

十勝・根室沖 

（破壊伝播 2） 

十勝・根室沖 

（破壊伝播 3） 
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表 5-3（1） 地形メッシュデータ作成のために収集したデータおよび資料（陸域） 
No. データ名 機関 備考 

1 基盤地図情報 レーザ測量 国土地理院 メッシュサイズ 5m 

2 レーザプロファイラデータ（海岸域） 

国土交通省    

（各地方整備局） 

メッシュサイズ 1、2m 
3 レーザプロファイラデータ（河川域） 

4 レーザプロファイラデータ（砂防） 
メッシュサイズ 0.5、1、2、5m 

5 レーザプロファイラデータ（ダム） 

6 レーザプロファイラデータ（その他特定地域） メッシュサイズ 0.5、1、2、5、10m 

7 各都道県の津波計算用メッシュデータ（※※） 各都道県/内閣府 メッシュサイズ 5m～50m 

8 基盤地図情報 写真測量 
国土地理院 

メッシュサイズ 5m 

9 基盤地図情報 10m メッシュサイズ 10m 

10 GEBCO（海外） ※BODC メッシュサイズ 30 秒 

 
 

表 5-3（2） 地形メッシュデータ作成のために収集したデータおよび資料（海域） 
No. データ名 機関 備考 

1 各都道県の津波計算用メッシュデータ（※※） 各都道県 メッシュサイズ 5m～50m 

2 湖沼図 
国土地理院 

縮尺 1/10,000 

3 沿岸海域土地条件図 縮尺 1/25,000 

4 海図 （財）日本水路 

協会 

縮尺 1/3,000～1/15,000 

5 等水深線デジタルデータ M7000 縮尺 1/50,000 相当 

6 ロシア海図 ※HDNO MD RF 縮尺 1/3,500～1/20,000 程度 

7 日本海溝全域水深データ（マルチビーム） 

海上保安庁  

メッシュサイズ 1 秒、60 秒 

8 J-EGG500 メッシュサイズ 500m 

9 J-TOPO30 メッシュサイズ 30 秒 

10 GEBCO BODC メッシュサイズ 30 秒 

 
 

表 5-3（3） 地形メッシュデータ作成のために収集したデータおよび資料（海岸線） 
No. データ名 機関 備考 

1 基盤地図情報 レーザ測量等 国土地理院 メッシュサイズ 0.5m～10m 

2 各都道県の津波計算用メッシュデータ（※※） 各都道県/内閣府 メッシュサイズ 5m～50m 

3 基盤地図情報（2500） 
国土地理院 

縮尺 1/2,500 

4 基盤地図情報（25000） 縮尺 1/25,000 

 
  

※Head Department of Navigation and Oceanography of Ministry of Defence of the Russian Federation 

※British Oceanographic Data Centre 
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表 5-3（4） 地形メッシュデータ作成のために収集したデータおよび資料 

（河床標⾼）（直轄河川） 
No. データ名 機関 備考 

1 渚滑川水系 

国土交通省 

北海道開発局 

距離標 200m 間隔 

2 湧別川水系 

3 常呂川水系 

4 網走川水系 

5 釧路川水系 

6 十勝川水系 

7 沙流川水系 

8 鵡川水系 

9 岩木川水系 

国土交通省 

東北地方整備局 

10 馬淵川水系 

11 高瀬川水系 

12 北上川水系 

13 鳴瀬川水系 距離標 100～200m 間隔 

14 名取川水系 
距離標 200m 間隔 

15 阿武隈川水系 

16 久慈川水系 

国土交通省 

関東地方整備局 

距離標 500m 間隔 

17 那珂川水系 距離標 250～500m 間隔 

18 利根川水系 距離標 250～500m 間隔 

19 荒川水系 距離標 250～1000m 間隔 

20 多摩川水系 距離標 100～200m 間隔 

21 鶴見川水系 
距離標 200m 間隔 

22 相模川水系 

23 富士川水系 距離標 90～211m 間隔 

24 狩野川水系 

国土交通省 

中部地方整備局 

距離標 50～200m 間隔 

25 安倍川水系 距離標 250m 間隔 

26 大井川水系 

距離標 200m 間隔 27 菊川水系 

28 天竜川水系 
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表 5-3（5） 地形メッシュデータ作成のために収集した資料（各都道県） 

（表 5-3（1）〜表 5-3（3）の※※で⽰す資料） 

                                  ※1・・「南海トラフの巨大地震モデル検討会」でも使用 

                                     ※2・・本検討で対象とする津波波源の影響は大きくないと想定 
 
 
  

資料名 刊行年月 刊行機関 精度等 

「太平洋沿岸に係る津波浸水予測

図作成業務」報告書データ 
2012 年 6 月 

北海道 

50m メッシュ 

「津波シミュレーション及び被害

想定調査業務（オホーツク海沿

岸）」報告書データ 

2011 年 3 月 5m・10m・50m メッシュ 

「陸奥湾・津軽沿岸津波浸水想定

業務委託」報告書データ 
2013 年 3 月 青森県 10m・50m メッシュ 

「岩手県津波浸水想定検討（モデ

ル作成）業務」報告書データ 
2018 年 9 月 岩手県 10m メッシュ 

「宮城県津波浸水想定」計算メッ

シュデータ（2020 年 10 月時点） 
2020 年 10 月 宮城県 

10m メッシュ 

宮城県沿岸データ（港湾図面等）

（2020 年 10 月時点） 
平面図・断面図 

「津波浸水想定策定検討業務委託 

（海岸・交付（再復））」データ 
2019 年 3 月 福島県 5m・10m メッシュ 

「茨城沿岸津波浸水想定図活用業

務」報告書データ 
2013 年 3 月 茨城県 5m・10m・40m メッシュ 

「東日本大震災千葉県津波調査業

務委託」報告書データ 
2012 年 3 月 千葉県 12.5m メッシュ 

「南海トラフ巨大地震等による東

京都の被害想定」報告書データ 
2013 年 5 月 東京都※1 10m メッシュ 

「津波浸水予測図作成業務委託」

報告書データ 
2007 年 3 月 

神奈川県※

1 
12m・36m メッシュ 

「神奈川県地震被害想定調査」 

報告書データ 
2009 年 3 月 

－ － 静岡県 ※2 収集しない 
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表 5-4 【参考】前回の検討（2005）の地形メッシュデータ作成のために収集したデータお

よび資料（陸域） 
No. データ名 機関 備考 

1 数値地図 50m メッシュ（標高） 国土地理院 メッシュサイズ 50m 

2 ETOPO2 ※NGDC メッシュサイズ 2 分 

 
 

表 5-4（2） 【参考】前回の検討（2005）の地形メッシュデータ作成のために収集したデ
ータおよび資料（海域） 

No. データ名 機関 備考 

1 湖沼図 
国土地理院 

縮尺 1/10,000 

2 沿岸海域土地条件図 縮尺 1/25,000 

3 海図 （財）日本水路 

協会 

縮尺 1/3,000～1/15,000 

4 沿岸海の基本図 縮尺 1/50,000 相当 

5 北方四島港湾測量図 
海上保安庁 

縮尺 1/16000～ 

6 J-EGG500 メッシュサイズ 500m 

7 ETOPO2 NGDC メッシュサイズ 2 分 

 
表 5-4（3） 【参考】前回の検討（2005）の地形メッシュデータ作成のために収集したデ

ータおよび資料（海岸線） 
No. データ名 機関 備考 

1 数値地図 25000（行政界・海岸線） 国土地理院 縮尺 1/25,000 

 
 
  

※National Geophysical Data Center 
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図 5-9 本検討および前回検討（2005）の地形データの⽐較（全域） 
  

本検討 前回 

データ境界 

4000 

2000 

0 

-2000 

-4000 

-6000 

-8000 

差分比率 

データ境界 

データ境界 

使用データによる相違。 

前回検討の水深が浅い。 

実際には前回検討よりも深い。 

差分⽐率 
 ＝（[本検討の⽔深]−[前回の検討の⽔深]）／

[前回の検討の⽔深]×（−１） 
※濃⾚⾊ほど本検討の地形データの⽔深が⼤きい
（標⾼が低い）ことを⽰す。 
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表 5-5（1） 粗度メッシュデータ作成のために収集した資料 

 
 
  

資料名 刊行年月 刊行機関 精度等 

国土数値情報 

（H21 土地利用メッシュ） 

（H26 土地利用メッシュ） 

2009 年 

2014 年 
国土交通省 

100m メッシュ 

※歯舞群島について、H26 版では

データが欠落しているため、H21

版を使用 

数値地図 5000（土地利用） 

首都圏(茨城・埼玉・千葉・ 

神奈川県)2005 年 

2005 年 

国土地理院 

陸域 15 種類の土地利用状況に 

分類したポリゴンデータ 

細密数値情報 

首都圏 
1997 年 

陸域 15 種類の土地利用状況に 

分類した 10m グリッド 

「太平洋沿岸に係る津波浸水 

予測図作成業務」 

報告書データ 

2012 年 6 月 

北海道 

50m メッシュ 

「津波シミュレーション及び 

被害想定調査業務 

（オホーツク海沿岸）」 

報告書データ 

2011 年 3 月 5m・10m・50m メッシュ 

「陸奥湾・津軽沿岸 

津波浸水想定業務委託」 

報告書データ 

2013 年 3 月 青森県 10m・50m メッシュ 
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表 5-5（2） 粗度メッシュデータ作成のために収集した資料 

                                           ※1・・「南海トラフの巨大地震モデル検討会」でも使用 

                                        ※2・・粗度係数の設定値が一定値であるため使用しない 

※3・・本検討で対象とする津波波源の影響は大きくないと想定 

  

資料名 刊行年月 刊行機関 精度 

「岩手県津波災害復旧等総合 

検討（その 1）業務委託」 

2014 年 3 月 岩手県 10m メッシュ 

「岩手県津波災害復旧検討 

(その２)業務」 

「岩手県津波災害復旧等総合 

検討（その 3）業務委託」 

「岩手県津波災害復旧等総合 

検討業務委託（大船渡地

区）」 

「岩手県津波災害復旧等総合 

検討業務委託」 

「宮城県津波浸水想定」計算

メッシュデータ（2020 年 10 月

時点） 

2020 年 10 月 宮城県 10m メッシュ 

「津波対策に関する検討業務 

委託」報告書データ 
2014 年 3 月 福島県 5m・10m メッシュ 

「茨城沿岸津波浸水想定図 

活用業務」報告書データ 
2013 年 3 月 茨城県 5m・10m・40m メッシュ 

「東日本大震災千葉県津波 

調査業務委託」報告書データ 
2012 年 3 月 千葉県 12.5m メッシュ 

「南海トラフ巨大地震等に 

よる東京都の被害想定」 

報告書データ 

2013 年 5 月 東京都※1 10m メッシュ 

「津波浸水予測図作成業務 

委託」報告書データ 
2007 年 3 月 

神奈川県 ※2 使用しない 
「神奈川県地震被害想定調

査」報告書データ 
2009 年 3 月 

－ － 静岡県 ※3 収集しない 
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表 5-6 【参考】前回の検討（2005）の粗度メッシュデータ作成のために収集した資料 

 
 

表 5-7 Manning の粗度係数の設定（本検討） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

資料名 刊行年月 刊行機関 精度等 

国土数値情報 

（H9 土地利用メッシュ） 
1997 年 国土交通省 100m メッシュ 

土地利用 粗度係数 

田 
0.020 

その他の農用地 

荒地 

0.025 

その他の用地 

河川地及び湖沼 

海浜 

海水域 

ゴルフ場 

道路 

鉄道 

解析範囲外 

森林 0.030 

工業用地 
0.040 

低密度居住区 

中密度居住区 0.060 

高密度居住区 0.080 
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図 5-11 本検討および前回検討（2005）の粗度データの⽐較（全域） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-12（1）本検討で作成した粗度メッシュデータ（拡⼤図、10m〜2430m メッシュ） 
 
 
  

本検討 前回 

釧路 

根室 
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図 5-12（2）本検討で作成した粗度メッシュデータ（拡⼤図、10m〜2430m メッシュ） 
 
 
  

室蘭 

函館 
八戸 

青森 

宮古 

仙台 
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図 5-12（3）本検討で作成した粗度メッシュデータ（拡⼤図、10m〜2430m メッシュ） 
 
 
  

銚子 

日立 

小名浜 

東京 
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表 5-8（1） 堤防メッシュデータ作成のために収集した資料 

                                  ※1・・「南海トラフの巨大地震モデル検討会」でも使用 

※2・・本検討で対象とする津波波源の影響は大きくないと想定 

資料名 刊行年月 刊行機関 精度等 

「南海トラフの巨大地震モデル検

討会」津波計算メッシュデータ 
2012 年 8 月 内閣府 10m メッシュ 

「南海トラフの巨大地震及び連動

地震に係る津波浸水想定等の調

査・検討業務」報告書データ 

2019 年 1 月 内閣府 10m メッシュ 

「太平洋沿岸に係る津波浸水予測

図作成業務」報告書データ 
2012 年 6 月 

北海道 

50m メッシュ 

「津波シミュレーション及び被害

想定調査業務（オホーツク海沿

岸）」報告書データ 

2011 年 3 月 5m・10m・50m メッシュ 

「陸奥湾・津軽沿岸津波浸水想定

業務委託」報告書データ 
2013 年 3 月 青森県 10m・50m メッシュ 

「岩手県津波浸水想定検討（モデ

ル作成）業務」報告書データ 
2018 年 9 月 岩手県 10m メッシュ 

「宮城県津波浸水想定」計算メッ

シュデータ（2020 年 10 月時点） 
2020 年 10 月 宮城県 

10m メッシュ 

宮城県沿岸データ（港湾図面等）

（2020 年 10 月時点） 
平面図・断面図 

「津波浸水想定策定検討業務委託 

（海岸・交付（再復））」データ 
2019 年 3 月 福島県 5m・10m メッシュ 

「茨城沿岸津波浸水想定図活用業

務」報告書データ 
2013 年 3 月 茨城県 5m・10m・40m メッシュ 

「東日本大震災千葉県津波調査業

務委託」報告書データ 
2012 年 3 月 千葉県 12.5m メッシュ 

「南海トラフ巨大地震等による東

京都の被害想定」報告書データ 
2013 年 5 月 東京都※1 10m メッシュ 

「津波浸水予測図作成業務委託」

報告書データ 
2007 年 3 月 

神奈川県 

※1 
12m・36m メッシュ 

「神奈川県地震被害想定調査」 

報告書データ 
2009 年 3 月 

－ － 静岡県 ※2 収集しない 
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表 5-8（2） 堤防メッシュデータ作成のために収集した資料 

（直轄河川） 
No. データ名 機関 備考 

1 渚滑川水系 

国土交通省 

北海道開発局 

距離標 200m 間隔 

2 湧別川水系 

3 常呂川水系 

4 網走川水系 

5 釧路川水系 

6 十勝川水系 

7 沙流川水系 

8 鵡川水系 

9 岩木川水系 

国土交通省 

東北地方整備局 

10 馬淵川水系 

11 高瀬川水系 

12 北上川水系 

13 鳴瀬川水系 距離標 100～200m 間隔 

14 名取川水系 
距離標 200m 間隔 

15 阿武隈川水系 

16 久慈川水系 

国土交通省 

関東地方整備局 

距離標 500m 間隔 

17 那珂川水系 距離標 250～500m 間隔 

18 利根川水系 距離標 250～500m 間隔 

19 荒川水系 距離標 250～1000m 間隔 

20 多摩川水系 距離標 100～200m 間隔 

21 鶴見川水系 
距離標 200m 間隔 

22 相模川水系 

23 富士川水系 距離標 90～211m 間隔 

24 狩野川水系 

国土交通省 

中部地方整備局 

距離標 50～200m 間隔 

25 安倍川水系 距離標 250m 間隔 

26 大井川水系 

距離標 200m 間隔 27 菊川水系 

28 天竜川水系 
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表 5-9 【参考】前回の検討（2005）の堤防メッシュデータ作成のために収集した資料 

 
 
  

資料名 刊行年月 刊行機関 精度 

海岸保全施設およびその他 

台帳および平面図 
－ 

国土交通省 

農林水産省 
－ 

海岸保全施設およびその他 

台帳および平面図 
－ 各県 － 

二級河川 － 各県 － 
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図 5-13 本検討および前回検討（2005）の堤防データの⽐較（全域、詳細領域のみ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-14（1） 本検討で作成した堤防メッシュデータ（拡⼤図、10m メッシュのみ） 
 
 
  

本検討 前回 

釧路 

根室 
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図 5-14（2） 本検討で作成した堤防メッシュデータ（拡⼤図、10m メッシュのみ） 
 
 
  

室蘭 

函館 

宮古 

仙台 

八戸 
青森 



67 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-14（3） 本検討で作成した堤防メッシュデータ（拡⼤図、10m メッシュのみ） 
 
 
  

銚子 

日立 

東京 

小名浜 
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図 5-15 計算対象範囲の朔望平均満潮位（国⼟交通省海岸室提供データによる） 

朔望平均満潮位
（TP+,m）

湖西市～袋井町 0.610

袋井町～焼津市 0.750
焼津市～静岡市 0.840
富士市～伊豆市 0.800
伊豆市～東伊豆町 0.730
東伊豆町～熱海市 0.610
相模湾 0.850
東京湾 0.900

東京都 東京湾 0.966
浦安市～富津岬 0.970
富津岬～洲崎 0.770
洲崎～銚子漁港 0.700

茨城県 茨城県沿岸 0.700
福島県 福島県沿岸 0.680

名取～福島県境 0.750
松ヶ浜～名取 0.760
州崎～松ヶ浜 0.860
渡波～州崎 0.826
大須崎～渡波 0.700
神割崎～大須崎 0.600
岩井崎～神割崎 0.716
岩手県境～岩井崎 1.093
広田湾 0.630
広田湾外洋 0.630
大野湾 0.630
大船渡湾 0.620
大船渡湾外洋 0.620
綾里湾 0.630
越喜来湾 0.630
吉浜湾 0.640
唐丹湾 0.640
釜石湾 0.640
両石湾 0.640
大槌湾 0.690
船越湾 0.640
山田湾 0.640
重茂海岸 0.640
宮古湾 0.670
田老海岸 0.640
岩泉海岸 0.630
田野畑海岸 0.640
普代海岸 0.630
野田湾 0.630
久慈南 0.630
久慈湾 0.610
洋野～久慈北 0.650
岩手県境～尻屋崎 0.681
尻屋崎～大間崎 0.608
大間崎～北海崎 0.575
北海崎～夏泊崎 0.675
夏泊崎～青森港 0.593
青森港～平舘漁港 0.636
平舘漁港～龍飛崎 0.485
龍飛崎～小泊漁港 0.577
小泊漁港～大戸瀬崎 0.522
大戸瀬崎～岩崎漁港 0.477
岩崎漁港～秋田県境 0.480
宗谷岬～猿払村・浜頓別町会 0.600
猿払村・浜頓別町会～宗谷・網走支庁界 0.700
宗谷・網走支庁界～知床岬 0.700
知床岬～羅臼町・標津町界 0.700
羅臼町・標津町界～野付崎 0.600
野付崎～納沙布崎 0.800
納沙布崎～湯沸岬 0.700
湯沸岬～釧路・十勝支庁界 0.600
釧路・十勝支庁界～地球岬 0.600
地球岬～汐首岬 0.600
汐首岬～立待岬 0.500
立待岬～白神岬 0.500
白神岬～神威岬 0.500
神威岬～宗谷岬 0.500
奥尻島 0.500
天売・焼尻島、利尻・礼文島 0.500

宮城県

岩手県

青森県

北海道

都道府県 範囲

静岡県

神奈川県

千葉県
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図 5-16 気象庁潮位表（天⽂潮位）の年間最⾼潮位と朔望平均満潮位の⽐較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-17 気象庁潮位表（天⽂潮位）の年間最⾼潮位と朔望平均満潮位の差の 
ヒストグラム 
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図 5-18 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅷ系】 
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図 5-19（1） 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅸ系(1)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-19（2） 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅸ系(2)】 
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図 5-19（3） 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅸ系(3)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-20（1） 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅹ系(1)】 



73 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-20（2） 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第Ⅹ系(2)】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-21 設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第ⅩⅠ系】 
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図 5-22（1）設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第ⅩⅡ系(1)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-22（2）設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第ⅩⅡ系(2)】 
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図 5-23（1）設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第ⅩⅢ系(1)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-23（2）設定満潮位（cm 単位、T.P.基準）【⽇本平⾯直⾓座標系 第ⅩⅢ系(2)】 
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図 5-24 隆起量の低減概念図 
  

地震発生前 

地盤の隆起量 

陸域が隆起した場合 

T.P.
※
 

地盤の沈降量 

陸域が沈降した場合 

※海岸での津波の高さ

T.P

※T.P.：東京湾平均海面 

10km 

陸域の隆起量をゼロとし、海岸からの距離が

１０ｋｍの範囲で海底の隆起量を低減しスム

ーズに接続 

陸域の隆起量をゼロとする 

T.P. 
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図 5-25 最終地殻変動量（上下動）  
（上）⼗勝・根室沖モデル、（下）三陸・⽇⾼沖モデル 

  

十勝・根室沖モデル 

三陸・日高沖モデル 

地殻変動（上下動） 

0 
-1 

1 

地殻変動（上下動） 

0 

-1 

1 



78 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-26 最終地殻変動量（上下動および⽔平動）  
（上）⼗勝・根室沖モデル、（下）三陸・⽇⾼沖モデル 
コンターおよび数値は上下動、⽮印は⽔平動を⽰す。 

  

十勝・根室沖モデル 

0 1 2 
-1 0 

水平動（10m） 

三陸・日高沖モデル 

0 
1 

2 

-1 

-2 
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